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学校便り
長野市立豊野西小学校

平成２３年度

平成２３年度はじまりました！
寒い春だった今年の４月でした。ようやくゆたかのの地豊野も，サクラも咲き，様々な

花が咲き乱れる素晴らしい季節を迎えました。

４月５日（火）の１学期始業式，入学式から西小学校の平成２３年度が始まりました。

新１年生５６名を迎え，児童数３２２名での出発です。

この１ヶ月間で，身体測定や一部の学年ですが内科や耳鼻科の検診など健康面，避難訓

練や交通安全教室など安全面等，生命を守ることに関する行事がたくさんありました。新

しい年度がスタートしたときに思う一番の願いは「みんなが元気に１年間をすごし心身共

に大きく成長してほしい」です。震災で被害に遭われた方々はもちろんですが，４月にな

ってからも痛ましい事故の報を聞く昨今です。この願いがかなう平成２３年であってほし

いと思います。

平成２３年度は，「克己・連帯・探求」の学校目標のもと，子どもたちの「知」「体」「徳」

の調和のとれた成長を願い，学校運営に取り組んでいきます。

本年度の具体的重点目標は，上にありますように，昨年度に引き続き，「あいさつ」「そ

うじ」「きき方話し方」として，取り組んでいきます。「そうじ，あいさつ，きく話す」

の観点は昨年度の成果と課題を十分検討した結果，昨年度と同じですが，この３点を中心

にさらなる向上を目指したいとの思いから，重点を決め出しました。あいさつでは礼儀に

も視点を当てるなど，具体的な目標をさらにレベルアップさせて，取り組んでいきたいと

考えています。そして，この重点目標を中心に平成２３年度の豊野西小学校の学校教育活

動がより成果を上げられるように努めていきたいと思います。具体的な取り組み内容や活

動の様子につきましては，この学校便り「とよのっこ」や学年・学級便りでお知らせして

いきます。本年度も学校運営へのご理解とご協力をお願いいたします。

学校目標 重点目標

克己…頑張ってすばらしさを味わう子ども そうじ「無言清掃ができる子ども」

連帯…助け合ってうれしさを感じる子ども あいさつ「相手に伝わるあいさつのでき

る子ども」

探究…考えぬいてたのしさを知る子ども きく話す「自分の言葉で伝えられる子ども」

新任職員の紹介
落合 正宏 先生 飯綱町立牟礼西小学校より

佃 くみ子先生 須坂市立須坂小学校より

山下 麻子 先生 飯山市立飯山小学校より

堅石 ながの先生 長野市立徳間小学校より

よろしくお願いします

平成２２年度末で転任された先生方
倉石 義行 先生 松本市立会田小学教頭

倉﨑 知哲 先生 長野市立通明小学校

塚田 智紀 先生 長野市教育委員会指導主事

高野 直美 先生 長野市立戸隠小学校

大変お世話になりました

４月のトピックス

１年生を迎える会２２日（金）：６年生が中心に

なって企画運営し，各学年工夫した発表で，１年

生を歓迎しました。１年生も，トトロの「さん

ぽ」を元気に歌ってくれました。写真は，１年生

の勉強を紹介する２年生の発表風景です。
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５６名の新入生
平成２３年度の新１年生は５６名です。

みんな元気でかわいい，豊野西小の新しい
仲間です。

校長先生から，
①大きな声であいさつしましょう

②がんばりやさんになりましょう

③自分のことをしっかりとお話ししましょう

とのお話がありました。

平成２３年度１学期始業式での 校長先生のお話

いよいよ今日から新しい学年の始まりです。今、皆さんは、いつもと違う「新しい気
持ち」ではありませんか。それは、「上の学年になったのだから、もっとがんばろう」
とか「担任の先生は、だれかな？」とか、「今年は、どんな楽しいことがあるかな？」
とか、そんな思いでいっぱいだったからじゃないでしょうか。今日の入学式に向けて、
５・６年生を中心に準備してくれました。皆さんの働いている様子を見て、今年も豊野
西小はいい学校になるぞ。みなさんと一緒にがんばろう。そういう気持ちになりました。
いつもなら、明るい気持ちの 4 月ですが、今年は地震や原子力発電所の事故のこともあ
り、心配をしています。被害にあって苦しんでいる方々、本当にお気の毒です。けれど
も、そんな時にあって、苦しんでいる人を助けようとたくさんの人たちが頑張っていま
す。世界中から「地震にあっても助け合える日本人はりっぱだ」といわれています。み
なさんも頑張らなければいけないことに出会うかもしれません。そのときに備えて、知
恵や力を十分につけてほしいと思います。豊野っこがんばれ、あらためて今年のみなさ
んのがんばりに期待します。先生方もがんばります。

さて、みなさんは桃太郎のお話を知っていますね。桃から生まれた桃太郎は村人を苦
しめている鬼を退治しようと吉備団子をもって鬼ヶ島に出かけます。途中、桃太郎はい
ぬ、きじ、さるに出会います。いよいよ鬼のすみかにつきました。きじは、空を飛んで
鬼ヶ島の様子を調べます。さるは石垣を登り、鬼をだまして、門を開けさせます。犬が
突進して鬼にかみつきます。桃太郎とみんなは協力して悪い鬼をやっつけるというお話
でした。

むかしばなしは人々の願いがこめられてきました。では、このお話には、どんな願い
があるのでしょうか。犬、キジ、猿がいるのはなぜだと思いますか。

先生は、犬、キジ、猿、それぞれ得意なことが違っていても、集まって協力すれば、
鬼さえも倒すことができるかもしれないという人々の願いではなかったかと考えまし
た。

話を学校に戻しましょう。みなさんの、周りにもいろいろな友だちがいますね。それ
ぞれ得意なことが違っても、いっしょに協力すれば大きな力になるということでしょう
か。このような願いをかねこみすず先生は、次の詩に託しました。1 年のスタートに当
たって、最後にみなさんに紹介します。

豊野西小学校の一人ひとりはみな、違うのですが力を合わせ協力することを約束して、
今年をスタートさせましょう。

わ
た
し
と
小
鳥
とす

ず
と

か
ね
こ
み
す
ず

わ
た
し
が
両
手
を
ひ
ろ

げ
て
も
、

お
空
は
ち
っ
と
も
と
べ

な
い
が
、

と
べ
る
小
鳥
は
わ
た
し

の
よ
う
に
、

地
面
（
じ
べ
た
）
を
は

や
く
は
走
れ
な
い
。

わ
た
し
が

か

ら

だ

を

ゆ

す

っ

て

も
、

き
れ
い
な
音
は
で
な
い

け
ど
、

あ
の
鳴
る
す
ず
は
わ
た

し
の
よ
う
に

た
く
さ
ん
の
う
た
は
知

ら
な
い
よ
。

す
ず
と
、
小
鳥
と
、
そ

れ
か
ら
わ
た
し
、

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み

ん
な
い
い
。


